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��̶�- -・ ̃ ' 歴史を知れば、ワクワクド
)文イヒ財はおさんぼしながら楽しめます

i6川ル̶員時代住居跡

g和49fF»-»gasT»Ha'na-ftg8»®-�TS
填■�めなとゆる.�.(DWSS., svoiEfss
�セ7ホこえるぜ住居と呼ばれるがである。

17大杉神社奉ま嶋

脚台11年(187のに,g'め守り神とし1健さぴホ

�ほに、0用台18年じ885) 9月,新河岸川,=JI],江

PJII.�JSIIレses.1 I欧ど■�m船頭ら約百人が

蹴し‘天�wお■を大ゆ社に■した桃

⑩である。

118板石塔婆仏安4年11月銘
i德性�ま猶にある仏安4年(1281) WSVE-WS.
.碑(Rだいつモんいたび)は,高さ117cm幅31cm

I厚さ3cゆほほ'完形Imく、 �����ホぜに
Iよって造らゆと思われる.

19ゆき I
�き�±ゆ�ぼl�4サきで,淋土のネ# !

(しのまく)とホてしべる’■tm4w年。高さ17メー !
トゾレ̶りの周謝ま約5メートル、根回り10メートル.

枝張り9.5メートJ y�a'I�*«AiSg»CTBBT;°T.

120苗間神明神社の常夜燈(じようウとう)121角の常夜燈(じようやとう)
I苗̶±�め�■こレンガ造りの■動1残旧JI ■道を折ぽの地國を経てW阿夫利(もm)
iされている, この�ぼホ・旧大裕ホ■才�ゆ木三»{±cs!fo':iMWBiKiB»ft>»y�Wfr)»St-3r�

I自�による̶とgわれお牢才旧月であるが'、明Iめこの◎ホる。與q2年(1802)のおであるが、笠
i治20年ィ�て"ろの�ほ持つ埼ぽサ最も古い夕I石と台石は明治30年(1898)び参捕.
-r3'®�>aaifi'»rcss.

22向かい天狗図給馬
ミ�・■̶ももぼaR4～lw)に長宮氷J I Ift
f±cw>ewi. �sss<ssm{3Stss.縦のセ
ンチメートジレ横92セガメートリめ大きゆ、l°to'�

てあ手こ赤ら顔の天瓶&�3sevs�3め、ら灯
んぐ)が,-enT.nsa (うちわ)を手こし�⑩、いわ
て座つてし、る給柄になつてし's.

123三角のま間様と富±講
! ■として信仰�ぼた富士山に参譲する富�w

i三角.原の人びとにより結成さホのは幕サち明治

!陶せ�ゆことである.�ホ馬以外に�ぼwな

Iい嘲セ,■人びとは富�ちKぽ岩̶って
Iミニチュアの富がs±s (ふじづか"を瘍き‘石の
I洞(ほごら)をまつることにした.

25東台金山公園

»RRftfm。A»Sa»f<]T6ffia®;tBS;£i<S

24浄禅寺跡■吐土̶石経

Iミ��ほ餓こぼになっだ争揮き蹴ぱ塚(きよラブか)
からほしぼ石で.■り617 0,せにおぱ。ぼは、

i祈■ばに石に匿でぼ等を書いほので'�お跡通'東ね山公園にギぼされている’
ar®s®i*, I I隙の,Jモにwas�Bg (みようほうれんげi---
iきよう)J�ゆや人名'年月日等が養かれている.江ぽ! 26 W�/A
I代中ごろの元裸9年(1696) 7月2日から元橡15年7月2 ¦お�め家臣、富永�耐m�と6わる
i 7日までの6ぼが'れ浄禪ぜ■中心Iほ。�ぼI ・7.ボ虚n�…
漠が曹かほこぱ判明しら

27平野家住宅

概家住宅は、明治初期l�らゆとgわれ岬台30年代に下赤
坂(%e®i I ism)から現在の場所に̶(おや)liiSSl $ttfc.
繭きに建てらほ母屋の規梶ム桁行(けた̶)⑤口 (まぐち))

がフ間4H (014m)-梁行(はりだ)BKr] 2間(W3.6m)でj
梁ぴれている’現在はトタンで覆われているが,平雇寄棟(あや
よ■ね)のな&やぶき)屋棚よ軒力咽く、 ・!IZH»®?m±®'S
徴になゥでいる.VR:SM:�WaSt)

28権■古墳群I
肺�ゆの新河南I ]!&M,:saffi%uaiai¥i*. 3世紀後半から
4世紀初頭に造られ��巧墳l基�ボll̶�ねろなって
いる.�せ13見存する希少な初ぼ�おあり、s»s:ibxeas.w.
況も〒す上で料■こ��であるとして、通め1.よく残って
いる6̶ぜと�d器7お呼成"年3月22日lsl�ぼ
SeSKSSSSMc.ぽ資の周りにめぐらされぼw�し�ホ
酬よ西送■こ用いられせ貴ホ代を半断するうえで手がか
りとなる.現在'±aRi@as(s»f4ffii�5eB�sn-ci,'s.
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29回遭問屋吉野屋■睦ぼ縫

I I越と江戸を結ぶ新河南I IffiB (レんがしがわしゆううん)の船着場
⑦った福岡可南だ�■後期口お̶能個屋を中心に町並
みが形成されふ'&.モかつである師敦ま屋(かしペモうどんや)吉

野園あ;I�B?fWr3®57K2� (1773)ぴ口T。�として江戸慕
府より公認されぽ断ほ宏�旧業を営んでしTc. �屋嫌
納コよ«aaBのiig;scpagi,:B)iB©'E»»,i=-8�s+rssT
の�だがあっほ1,、現在でもt:®2BBB�ttt<%SnTl'3.
吉野屋の�よ福岡河岸が̶してした柱■姿をゆばせ‘歴

史的■こ寄与する■ほ̶として、平成10年9月23日に動
麺有形文―口わた’

・

� ‘

3。旧ナ#村沿爆■画ぽ画

蹴口12年(193力l�#村キ̶おとして建てらm。昭和46年

12月な大w;ぽとして■されていぱfiS'&liSVI�M
署.大#J�.大̶委貴会が利用してし\t ?K±.うgに
手が力ほられている�ゆB-ww:mifis:<!;3asR®:6®»''<t;

<gmてし1ること,S!y.'«i,'8fiiT®?Ksaifi�Tc®Si:<ttt<':'
により、IFEXl4�2�14B1.3iK@»:g®X'ftWC«�&.
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1権現山 2薬師■像
権現山は、直径15m,萬さ1.5̶のt軍の名称で’

‘:―区に残る伝承によれば、) l l�面に圓守りに来

fゾ・‘ぬ,,めた德,i摩康(没後r東照大権現」の称号を贈られた)
がごの塚の上で休息したとされてしべる。家康伝承が

ある̶として権現山は文化財に指定された。

4剛ホ陀一尊■板碑
こ̶碑は古老の括によるともとは川崎の小字土

構の石橘になつてレ1たのを当所labたちのである

という。これは、■陀堂の本尊が火災により消失し

たことにより’代替えとして板碑を紀ったものと伝

えられている.モ■ぽ度ぽが消失しているの

で板碑の表面は黒く変色し破ゆ堪だしい.石材は

緑泥片岩。
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藥モき本尊の本像は, 肉身部を金泥塗り, ホ部を古色仕上げとした木造.

彫眼の薬師如来坐像である。構造は�ほ膝前部、台座の前半分などま所

̶像̶材をお、しながら、新たなきぼを巧妙につなぎ付けて現在の

像にしたものと考えsれる。こ̶修はが期に行われたちのと考えられ

るが、当̶と思セれる面部が、像内(腹部)Iボ入されている,g和46年

跡像調査を受け■4 7年に文イ■こぽさほ.
ぐ.
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5阿■口来坐像
安楽き本尊の本傲は、肉身部を金

泥塗り、衣部を彩色(何れも後補)

仕上げとし園ぱ彩、墨で盤'眉

を描ぐ木造・玉眼の阿ホ陀如来坐

像でおる.昭和46年mム像調査

を受【ポ和47年に文化財に指定

されt

\

�
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3地蔵尊坐像

%-J
(

醉公園画

a ・Sis�i
フ絵馬

ば
江戸時代前期に福■ゆよであった旗本̶氏か

ら―されたものである。三点の給馬は,1] I越市を含

むスぼ郡東部のキでも時期めにぼ古しホのに属し

本市の民俗文化財として重要な価値をもつものとし

て指定された’

Iめ取 (TD
'�̶氷川神社

』±Hか巧
川崎̶♦ か阿強ぼ

,%<
園

清見第2公■ハ̶

画清見第1巡

ホl

地菌室本尊の本像は-木造,■で、肉身部を金泥塗り、衣部を古色仕

上げ及び漆括とし̶蔵■坐像であを本像は1木製の岩屋状媒

(がん)に安菌され、更に, この寵は̶に収められている。また,台座

裏には「̶村/̶堂」�書がある,昭和46年の仏像調査により

昭和47年に文化財にキぼさほ。

ら鉄造阿弥陀如来像
西養寺本尊の本像は、鉄で翁造された■̶像であ

る*形状は、袖衣ゆうえ)ホ通届(つうけん)にまとい、腹前

で剛■の定印をぼ台座土に結―坐(けつか,1、ざ)する.

材質による制約のため力、螺廣(らぼつ)、肉g珠(につけしス

け)、白g (ルく二,う)を表さなし>.

8釈■来像
釈逝堂本尊である本像は、木造玉眼、ホ溶(しっばぐ

̶週如来坐像である。昭和46年に行わmこ仏像

願で、ぼぽ初期に造立された仏像であること

が掘認されたことにより昭和47年に文化財に指定

さほ。
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プ@i�i
上福岡貝塚« / ca

の】ぶじみ野市役所 権現山遺跡海

あ
壁氷川神社-ホ ・旧’日ね&'

レ；す
,'¦を観音堂H■鍋神d

耗

三福学

を黎 釈般大杉神ネ

まやみ駕級ac■■■,����D■ル成
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31で中 &王,1 ふ 公coo
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ai� ボで水球
3X> 福ぼ田三社

lrl令HA幡神社(若営八,神社)
や'・" "OD \Y

安楽

市の文化財に指定されてしスる每

久保神塀申社奉納の3点ぽ馬

のラち、� 8年(17 5 8)のガェ

山の鬼退治■馬は、境内にある

八坂神社(やさかじんじや)に大

井̶井家[本陣(ほんじん)]か

らま野家に嫁し\わぜとしけ女

働律納したと伝えられる・また、

同じ拝殿内に掛けられてしxd月治

1 g年(1886)の泰.馬は、縱6

8cm、横104cmの大きさ。
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12大井旭はやし > .���

ままザ
捧■:.

R;w慰;.曲■ホもぽiHtぜ���

嘲子で、jgの崖台ととちld#地E内を

巡行しながら下組の屋台の上で演じられ

た。昭■始め二るには先代にあたる人々

が各地¦な援唯子に出て星久保‘藤間'北永

井と交ずガあった, 祭りが盛りぜり’屋台

どうしが出会ったときに「ひ,かわせJがお

Cttfcftte.このときIガ子のたたき台い

が始まり、どちら力、相手の太被(れへこ)に引き込まれたちが負けとなつた’

1月1日の大井氷川ネ料土の元朗祭では、神楽殿で居継子を行う(大井はやし

と陽年交代)他、每年7月の大#のだ様とおおし複りには屋台を曳錮

している.

13復元大井戸
大井の名称の由来となつたとの説はる平安時

代の井戸.昭和50年(1975) ̶掘調査で確認

されはs'砂J II堀の改修に伴し\,現在は当初の

頓より北側に復元されている。
ビ

�

.�-' 14大井はやし
每年7月の大井の天王様のときに行われてし\3.昭和3 0年代二

ろほはJ II越街道ミ0し1に露店が達ち並び,近在の村わらから多く

の見物客でにきわつていた, 木組みの屋台は上部が回るつくりで,

花や提灯(ちようちん)で飾られる*ヤタイ卿の踊り)、ひよつとこ.

おかM踊り、附子舞(ししまい)などを彩ば寅目で見物する人を

魅了する.

10 �保はやし
亀久保嚇子は明治10年(1877)頃,苗間だから伝授を受けたと伝わり.

近5、 6年～0g和5、 6年にMナー�ホえはて、復活し現在に至る,

古くから伝わる演目ぬ演割支術を保持レ、現在も亀久保神明神社の元朝

祭での■子、地区の夏祭りである天王様やおおい祭り等で■住sと

ともに̶を繰り出し離子を演じてし、る。

苗間̶子は,B月治4年(1871)頃に馬宮村(現在のさいたま市)から伝わっぼパヤシで,木下流としル、大正～昭そ脚期と戦争中御
断を経て,昭和24年(1949)に復活した。苗ドBm区の天王様は、$見在1每年フ月25日のみ演じ6れるが、g和12.3ぢろまでは24 ‘ 25

日の2日間行われていた。昭和50填頁から天王様の町内回りはトラツクの荷台に屋台を載せて演奏してしa。モ̶1苗問神明術土の

祭礼である1月旧�朝祭, 4月15日ぽの大祭‘10月15日の秋の大祭では苗斬申明術土神楽殿で居おが行われてしべる。また, 7
月のおおし僚りには屋台を曳き回してし1る.
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15しだれ桜
ね保地蔵院の境内にあるしだれ■'毎ぽ̶

岸に花を咲かせ,大勢の人が訪れる名所となつてし\る,

江戸彼̶の変種で、昭和5 3年の文化財指定当時で

«tBS35 0年前後(が時イセ中頃)と推定された, しだ

れ桜は̶年前後といわれており、樹勢に衰え

が見られるようになったため,平成10年.令和元年に

樹勢回復伽̶がとらほ。
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